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知ってほしいこと！知ってほしいこと！

平舘高等学校について平舘高等学校について
お知らせしたいこと！お知らせしたいこと！

魅
力
と
特
徴

　
ス
キ
ー
部
は
岩
手
県
高
等
学
校
体
育

連
盟
指
定
強
化
拠
点
校
（
男
女
）、
相

撲
部
は
岩
手
県
ス
ポ
ー
ツ
特
別
強
化
校
、

家
庭
ク
ラ
ブ
は
絶
滅
危
惧
種
で
も
あ
る

ム
ラ
サ
キ
を
増
や
す
「
ム
ラ
サ
キ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
や
、
そ
の
根
を
染
料
と
し

て
使
用
す
る
紫
根
染
の
活
動
が
全
国
か

ら
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
一
人
一

人
の
個
性
や
進
路
に
合
わ
せ
た
学
び
が

提
供
さ
れ
、
自
己
管
理
能
力
や
協
力
の

大
切
さ
を
学
び
、
社
会
で
活
躍
で
き
る

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議員席に座る平舘高校生の様子

ハチタンの成果を発表する生徒たち

ハ
チ
タ
ン
議
会
を
開
催

　
令
和
７
年
２
月
19
日
、
八
幡
平
市
議

会
議
事
堂
で
、
平
舘
高
校
生
と
八
幡
平

市
議
会
議
員
に
よ
る
「
ハ
チ
タ
ン
議
会

（
模
擬
議
会
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。平

舘
高
校
で
は
、「
八
幡
平
探
究
（
ハ
チ
タ

ン
）」と
い
う
授
業
を
通
じ
て
、
地
域
の

事
業
所
や
観
光
地
を
訪
れ
、
地
域
の
魅

力
や
課
題
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
ハ
チ

タ
ン
議
会
で
は
、
そ
の
研
究
成
果
を
発

表
す
る
と
と
も
に
、
高
校
生
が
政
治
や

地
方
行
政
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
主
権
者
教
育
の
一
環
と

し
て
初
の
模
擬
議
会
形
式
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
高
校
生
が
研
究
成
果
を
も
と
に

質
疑
を
行
い
、
そ
の
質
問
に
対
し
て
議

員
が
答
え
る
形
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

高校生からの質問に答弁する議員

学
科
・
コ
ー
ス
紹
介

　
普
通
科
「
就
職
コ
ー
ス
」
簿
記
、
情

報
処
理
と
い
っ
た
商
業
科
目
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
普
通
科
「
進
学
コ
ー
ス
」
進
学
実
現

の
た
め
、
５
教
科
の
ほ
か
実
技
教
科
も

偏
り
な
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

家
政
科
学
科
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
」
保
育
・
福
祉
の
分
野
の
科
目

を
学
び
、
福
祉
・
事
務
系
へ
の
就
職
や

保
育
・
福
祉
系
の
進
学
に
対
応
し
ま
す
。

　
家
政
科
学
科
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
」
地
域
文
化
に
密
着
し
た

科
目
を
学
び
、
地
域
産
業
な
ど
へ
の
就

職
や
調
理
・
栄
養
な
ど
食
に
関
す
る
分

野
へ
の
進
学
に
対
応
し
ま
す
。

沿
革
と
概
要

　
岩
手
県
立
平
舘
高
等
学
校
は
、
昭
和

23
年
７
月
７
日
に
県
立
沼
宮
内
高
等

学
校
平
舘
分
校（
定
時
制
）と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
、
昭
和
24
年
４

月
１
日
に
は
全
日
制
も
併
設
さ
れ
、
県

立
平
舘
高
等
学
校
と
し
て
独
立
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
普
通
科
と
家
政
科
学

科
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
的
な

コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
普

通
科
は「
就
職
コ
ー
ス
」と「
進
学
コ
ー

ス
」、
家
政
科
学
科
は「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
」が
あ
り
ま
す
。
令
和
７

年
４
月
現
在
、
普
通
科
の
生
徒
数
は
61

名（
男
子
45
名
・
女
子
16
名
）、
家
政
科

学
科
の
生
徒
数
は
17
名
（
男
子
10
名
・

女
子
７
名
）
で
、
全
体
で
78
名
の
生
徒

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の

校
訓
は
「
開
拓
者
精
神
」
で
、「
自
勝

（
自
分
の
欲
望
に
勝
つ
）」「
自
強（
自
分

を
励
ま
し
て
努
力
す
る
）」「
自
立
（
自

分
の
力
で
や
っ
て
い
く
）」「
自
尊
（
自

分
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
）」を
掲
げ
、
こ

れ
ら
の
精
神
を
も
と
に
自
ら
課
題
を

見
つ
け
、
主
体
的
に
解
決
に
取
り
組
む

姿
勢
を
大
切
に
し
、
他
者
と
協
力
で
き

る
人
材
育
成
を
目
標
に
地
域
と
の
連

携
や
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
る
学
校
で
す
。

　
工
藤 

隆
一 

議
長

　
近
年
、
選
挙
の
投
票
率
は
低
下
傾
向

に
あ
り
、
若
者
の
政
治
参
加
が
課
題
で

あ
る
た
め
、
主
権
者
教
育
の
推
進
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
有
権
者

と
な
る
平
舘
高
校
生
が
、
当
市
の
課
題

や
活
性
化
策
を
考
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、

政
治
や
選
挙
へ
の
関
心
を
よ
り
一
層
高

め
る
こ
と
を
目
的
に「
ハ
チ
タ
ン
議
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
平
舘
高

校
の
生
徒
、
教

職
員
の
皆
さ
ま

に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
ど

こ
ま
で
乗
っ
て
も
１
０
０
円
で

乗
れ
る
。
運
行
に
か
か
る
財
源

に
つ
い
て
伺
う
。

運
行
事
業
に
か
か
る
不
足
額
は

約
１
億
１
０
０
万
円
で
あ
り
、

過
疎
対
策
事
業
債
や
特
定
防
衛

施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
な

ど
が
不
足
分
の
財
源
と
し
て
充

て
ら
れ
て
い
る
。

市
の
特
産
品
は
多
く
の
種
類
が

あ
る
が
、
知
ら
れ
て
い
な
い
も

の
も
多
く
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
販
路
拡
大
の
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
の
特
産
品
は
多
く
が
個
人
や

小
規
模
企
業
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
市
商
工
会
や

ＱＡＱＡ

市
観
光
協
会
に
補
助
金
を
交
付

し
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
促
活

動
を
支
援
し
て
い
る
。

県
内
外
に
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
が
足
り
て
い
な
い
と
感

じ
る
。
高
校
生
が
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

非
常
に
良
い
取
り
組
み
で
あ
る

と
考
え
る
。
高
校
生
が
市
の
魅

力
を
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

は
、
観
光
や
交
流
人
口
の
増
加

に
つ
な
が
る
。
特
に
、
若
い
感

性
や
視
点
か
ら
の
発
信
が
重
要

で
あ
り
、
強
固
な
関
係
人
口
を

築
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ＱＡ

主
な
質
疑
の
内
容

安
代
り
ん
ど
う
の
認
知
度
を
上

げ
る
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
冬
季
国

体
な
ど
の
ビ
ク
ト
リ
ー
ブ
ー
ケ

で
知
名
度
向
上
に
努
め
て
き
た
。

現
在
は
、
海
外
へ
の
販
売
戦
略

を
展
開
し
て
い
る
。

平
館
駅
の
ベ
ン
チ
・
壁
・
看
板

に
漆
を
塗
る
こ
と
で
、
利
用
者

や
観
光
客
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

漆
を
塗
る
こ
と
で
、耐
久
性
、耐

水
性
、
防
腐
性
な
ど
の
効
果
が

あ
る
。
駅
の
漆
塗
り
に
か
か
る

費
用
や
効
果
に
つ
い
て
は
今
後
、

検
証
が
必
要
と
考
え
る
。
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